
本
校
の
学
校
運
営
協
議
会
委

員

を

務

め

て

く

だ

さ

っ

て

い

る

鶴

形

地

区

町

づ

く

り

協

議

会

の

渡

辺

和

吉

さ

ん

か

ら

も

感

謝

の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

年

生

は

、

海

蔵

寺

、

釣

潟

月

３

日

（

日

）

に

、

本

校

で

は

「

能

代

Ｅ

Ａ

Ｓ

Ｔ

神

社

、

多

宝

院

、

浄

明

寺

、

楞

11

活

性

化

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

を

実

施

し

ま

し

た

。

２

、

３

嚴

院

の

ガ

イ

ド

活

動

を

、

午

前

年

生

は

、

鶴

形

地

区

拠

点

施

設

（

旧

鶴

形

小

学

校

）

で

時

か

ら

と

、

午

後

１

時

か

ら

10

行

わ

れ

た

、

第

回

鶴

形

そ

ば

祭

り

に

参

加

し

、

祭

り

の

２

回

行

い

ま

し

た

。

午

前

の

19

を

盛

り

上

げ

ま

し

た

。

ま

た

、

１

年

生

は

鶴

形

地

域

、

部

の

参

加

者

は

６

名

、

午

後

の

檜

山

地

域

の

史

跡

の

ガ

イ

ド

活

動

を

行

い

、

地

域

を

Ｐ

部
の
参
加
者
は
９
名
で
し
た
。

Ｒ
し
ま
し
た
。

「

地

元

で

も

知

ら

な

い

こ

と

今

年

で

回

目

と

な

っ

た

鶴

が

あ

り

勉

強

に

な

っ

た

」

と

い

19

形

そ

ば

祭

り

の

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

う

声

が

多

く

聞

か

れ

ま

し

た

。

を

飾

っ

た

の

は

鶴

形

さ

さ

ら

「

立

派

に

説

明

し

て

い

た

」

と

（

鶴

形

獅

子

舞

）
。

本

校

の

生

い

う

お

褒

め

の

言

葉

も

い

た

だ

徒

４

名

が

舞

の

披

露

、

太

鼓

演

き

ま

し

た

。

一

方

、
「

暗

記

し

奏

を

担

当

し

ま

し

た

。

続

い

て

て

話

せ

れ

ば

も

っ

と

よ

い

」
、

本

校

吹

奏

楽

部

員

１

～

３

年

生

「

お

客

さ

ん

が

横

に

い

る

と

き

と

部

活

動

指

導

員

の

大

高

先

生

の

行

動

を

考

え

た

い

」

と

い

う

に

よ

る

演

奏

で

、

そ

ば

祭

り

に

意

見

も

あ

り

ま

し

た

。

来

年

に

花

を

添

え

ま

し

た

。

本

校

元

Ｐ

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ

Ａ

会

員

の

方

か

ら

、
「

何

度

か

吹

奏

楽

部

の

演

奏

を

聴

い

て

き

た

が

、

こ

れ

ま

で

聴

い

た

中

と

３

年

生

考

案

の

「

鶴

形

い

な

で

一

番

良

い

演

奏

だ

っ

た

。
」

り

ん

（

そ

ば

い

な

り

）
」

で

し

と

、

お

褒

め

の

言

葉

を

い

た

だ

た

。

地

域

の

皆

様

、

保

護

者

の

き

ま

し

た

。

来

客

も

演

奏

に

聴

皆

様

に

た

く

さ

ん

ご

購

入

い

た

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

だ

き

、

好

評

の

う

ち

に

完

売

す

早

く

か

ら

お

客

さ

ん

が

い

ら

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

売

上

し

た

の

で

、

時

を

待

た

ず

販

金

は

、

次

年

度

の

活

動

に

使

わ

10

売
を
開
始
し
ま
し
た
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今

回

販

売

し

た

商

品

は

、

３

東

中

商

品

の

販

売

の

ほ

か

に

年

生

考

案

の

鶴

形

産

そ

ば

粉

を

も

、

そ

ば

コ

ー

ナ

ー

、

産

直

品

使
用
し
た
「
ク
ッ
キ
ー

」
と
「
焼

販

売

コ

ー

ナ

ー

、

金

魚

＆

ス

ー

き

ド

ー

ナ

ッ

ツ

」
、

２

年

生

が

パ

ー

ボ

ー

ル

す

く

い

コ

ー

ナ

考

案

し

た

、

檜

山

茶

、

檜

山

紅

ー

、
ガ
ラ
ポ
ン
の
お
手
伝
い
や
、

茶

を

使

用

し

た

「

フ

ィ

ナ

ン

シ

会

場

の

後

片

付

け

の

仕

事

等

に

ェ

」
「
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

」
「
ク

も

、

一

生

懸

命

取

り

組

ん

で

い

ッ
キ
ー
」
と
い
っ
た
焼
き
菓
子

ま
し
た
。

わ
が
東
中

校
訓
：
共
に
羽
ば
た
く

心豊かに たくましく 夢に向かって 自らを高めていく生徒の育成学校教育目標
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月
２
日
（
土

）

11
市
立
図
書
館
で
行

わ

れ

た

ビ

ブ

リ

オ

バ

ト

ル

２

０

２

４

Ｉ

Ｎ

Ａ

Ｋ

Ｉ

Ｔ

Ａ

能

代

中

学

生

大

会

に

本

校

か

ら

２

名

が

出

場

し

ま

し

た

。

３

年

生

髙

橋

潤

太

さ

ん

は

、

凪

良

ゆ

う

さ

ん

の

著

書

「

滅

び

の

前

の

シ

ャ

ン

グ

リ

ア

」

に

つ

い

て

、

峰

岸

さ

く

ら

さ

ん

は

、

能

代

市

出

身

の

大

石

大

さ

ん

の

著

書

「

死

に

神

を

祀

る

」

に

つ

い

て

紹

ま
つ

介

し

ま

し

た

。

二

人

と

も

、

本

の

内

容

が

伝

わ

り

、

読

み

た

く

な

る

よ
う
な
良
い
発
表
で
し
た
。

期

間

中

借

り

た

生

徒

に

、

文

化

◎
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

２
０
２
４

Ｉ
Ｎ

委

員

デ

ザ

イ

ン

の

し

お

り

を

プ

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

能
代
中
学
生
大
会

図

書

室

で

は

恒

例

の

し

お

り

レ

ゼ

ン

ト

し

て

い

ま

す

。

包

ま

◎
第

回
ア
リ
ナ
ス
杯

24

プ

レ

ゼ

ン

ト

を

行

っ

て

い

ま

れ

た

本

の

内

容

は

不

明

。

文

化

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会

ブ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
賞

す

。

今

年

は

、

ラ

ッ

ピ

ン

グ

ブ

委

員

が

気

に

入

っ

た

１

行

の

紹

髙
橋
潤
太

ッ

ク

（

包

装

紙

で

く

る

ん

だ

新

介

文

の

み

が

ヒ

ン

ト

で

す

。

残

個
人
戦
男
子

４
位

峰
岸
さ
く
ら

規
購
入
の
本

）
を

冊
用
意
し
、

り
数
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

渡
部
功
明･

小
林
尚
也

20

生

徒

や

参

観

し

て

い

た

先

生

方

か

ら

感

嘆

の

声

が

上

が

り

ま

し

た
。

今

回

は

火

災

を

想

定

し

た

避

月

日
（
木
）
１
年
生
の

小

・

中

連

携

の

観

点

か

ら

、

難

訓

練

を

実

施

し

ま

し

た

。

火

11

14

数

学

と

２

年

生

の

音

楽

の

研

究

五

小

の

先

生

が

３

名

参

観

に

来

災

が

発

生

す

る

と

、

防

火

シ

ャ

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

ま

た

、

ッ

タ

ー

が

降

り

る

こ

と

に

な

る

音

楽

は

、
「

運

命

」

を

扱

っ

岡

山

県

か

ら

２

名

の

先

生

が

来

の

で

、

そ

の

際

、

シ

ャ

ッ

タ

ー

た

鑑

賞

の

授

業

で

し

た

。

単

元

校

し

、

数

学

横

の

扉

を

開

け

て

逃

げ

る

こ

と

の

最

初

な

の

で

、

鑑

賞

に

必

要

の

授

業

を

参

を

体

験

さ

せ

な

こ

と

を

い

ろ

い

ろ

と

学

び

ま

観

し
ま

し

た

。

ま
し
た
。

し

た

。

数

学

の

授

業

は

、

プ

レ

秋

田

型

の

授

火

災

発

生

ゼ

ン

用

の

曲

の

長

さ

、

１

枚

の

業

、

授

業

に

時

、

素

早

く

写

真

を

映

す

時

間

、

写

真

の

枚

向

か

う

生

徒

安

全

に

避

難

数

を

基

に

、

比

例

、

反

比

例

の

の

様

子

を

褒

し

、

自

分

の

考

え

方

を

学

び

ま

し

た

。

最

後

め

て

い

た

だ

身

を

守

る

こ

に

、

曲

と

画

像

が

ピ

タ

リ

と

合

き
ま
し
た
。

と

を

確

認

し

う
プ
レ
ゼ
ン
が
完
成
す
る
と
、

ま
し
た
。

心豊かに たくましく 夢に向かって 自らを高めていく生徒の育成
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学校教育目標

そ
ば
祭
り
を
終
え
て

月
３
日
の
鶴
形
そ
ば
祭
り
で
の
生

11
徒
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
活

動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
◆
自
ら
出
し
た
ア
イ
デ

ア
を
形
に
し
て
い
く
経
験
は
、
貴
重
な

経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が
、

大
人
に
な
っ
た
と
き
、
ふ
る
さ
と
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
思
う
こ
と
を
形
に

す
る
力
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
◆

「
あ
き
た
の
が
ん
ば
る
集
落
応
援
サ
イ

ト
『
元
気
ム
ラ
』
」
と
い
う
県
運
営
の

サ
イ
ト
に
、
本
校
の
活
動
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
上
記
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ブ
ッ
ク
を
本
校
の

イ
ン
ス
タ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
◆

校
内
授
業
研
究
会
を
実
施

～
岡
山
県
か
ら
も
視
察
に
来
校
～

各
種
大
会
結
果
の
紹
介

12月の行事

3日（火） 第２回選挙管理委員会

4日（水） 生徒会会長選挙告示

〃 食育講話⑥（ 1 年）
〃 放課後学習会④

5日（木） 県学習状況調査(1.2年)

３年三者面談～13日

6日（金） 選挙運動開始～11日

7日（土） アウトメディア週間

〃 能代カップ中学校選抜バスケｯﾄﾎﾞｰﾙ大会

8日（日） 部活動テスト休み～ 10日
9日（月） 県北ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ激励会

〃 第３回選挙管理委員会

11日（水） ２学期末テスト

〃 職員会議⑥カット

12日（木） 生徒会会長選挙

〃 立会演説会・投票

〃 第４回選挙管理委員会

13日（金） 専門委員会

14日（土） 県北アンサンブルコンテスト

17日（火） 第５回選挙管理委員会

18日（水） 1.2年学年PTA・授業参観

19日（木） 生徒会役員任命式
25日（水） ２学期終業式･大掃除
26日（木） 冬季休業日～1/13

29日（日） 学校閉庁日～1/3


